

























































































































































































































































































































論者 発行年 博物館文献名 発 行 伊 藤寿朗博物飴論 における位置 づけ 1977 1978 1982 1988 1991 1991解説
棚橋源太郎 1945 『再建月 本の博物館対策』 日本博物館協 会
急 速な再 建 ・新設という現実問題に対す る理論 的対応 と展 望 ［伊藤 1982：63］ ※ ※
◇
棚橋源太郎 1947 『地方博物館建設の指針』 日本博物館協会 ※ ※ ◇
棚橋源太郎 1947 『世界の博物館』 大 日本雄粁会講談社 学校教 育向けの各種博物館概 説書 ・要覧 ［伊藤 1978：159］ ※ ※ 11
君塚仁 彦棚橋源太郎 1949 『博物館』 （社会科文庫） ［三省堂 出版 ※ ※ 17
凍 席 疎 康 酷 ′、1950、薄 物半 額 痺 畑 言 誉 再 醸 ㊧ 蕉 差新 しい博 物削 線 且探 し 、骨酢 蛸 法 申す、幸 恵潅水 薗毎春卿 豆 癖 癖 ※健 に解 酵 豆 圭 烹 錠 i心 立 上 ′※強 、：
藩掲 玉 来∴ 、′、堕鞍 ′
頂 敢 東 條 塵 縦 様 ⑯ 掛
灘 と雛 壇 如 言 庸 函 短 軸 紬 喜
され擾 蔓 ．ノのや や博
単 車 痺 辛 辣
か 漬 守 る博 物結 論1
者 票紛許 、
物餌 固有 堅 持 教 鞭 車 中 穣 斬 軽 や 木 骨 植 輯 項 類 神 木 本
整 無 や 中 東 や 率 や 木 や 轢 礫 蝉 軽 症 痺
わ方法帝 基礎を針 珂 勧 告 蜘 勘 9符 蜜 ．癖 や 強 崇裏娼8；栄華 灘成 こ
．…予 告
；一幸 守 ［ニ；、凍 ※、業．薮 、；′燕2；：…小 野一之
古賀忠道 1950 『動物 と動物園』 角川書店 「新 しい博物館」 の新 しいあ り方 の体系 を求めた理論化 ［伊藤 1977：294］ ◇ ※




（博物館法成立過程資料） ※ ※ ◇ □ 伊藤寿朗
新 井重 三




… 法改正 を背 景
として学芸員 論
博物館の 削 勺をめ ぐって．社会教 育機関か，専 門
研究機 閃か とい う論 議が 1952年前 後 よ り 『日本
博物館協会会報』 誌上 を舞台 に．新 井重三．鶴 田
総一郎 らによってな されて きた。 それは 日本に初
※ ○ ○ ［］ 伊藤寿朗鶴 田総 一郎
棚橋源 太郎
1954 『博物館研 究』 （復刻） 的出発 に際 して，教
育．研究，そ して科
学 の意 味 が 論 争 的
に 問 わ れ … ［伊 藤
1978：169］
へ と発展 ［伊 藤
1978：169］
めて登場 した学芸 員制度の専 門的職務 内容の中心
を どこにお くかとい う問題 を背景 と してお り．戦
後博 物館論の探層 をなす博物館の 目的的検 討の開
始であった。［伊藤 1982：63］
古賀忠通 1953 『欧米動物 測視察記』 東京動物園協会 …動物園において も新 しい方向が模索 されてい く ［伊藤 1978：169］ ○
棚橋源太郎
1953 『学芸員講習講義要綱』 文部省社 会教育局
「博物館 が真 に新 しい博物館 として 国
民の生活，教 育．学術，文化．産業等
に有 効 なは た ら きをす るた め……学
従 来未分化で あった，博 物館概論．博物館 資料収
集保管法，博物館 資料 分類及び 目録法，博物 館資
料 展示法．各論 （動物 園，植物園，水族飴 ）につ
いての各項 目を仔細 に体 系化 して整理 した画期 的
（⊃ （⊃ ○ 21 柘植信行他 17名委員 芸男の職務遂行 に必要な基本的 問題 を
解明 し，新 しい博 物館の健全 な発達 を
期 そ う」 という目的か らまとめ られ た
［伊藤 1978：168－169］
内容 のもの ［伊藤 1978：169］
従 来全 く未分化で あった博 物館の職務 内容 を各項
目毎 に整理 し体系化 し．た画期的内容の もの ［伊 藤
1982：63］
??????「????????」?????????）










理 した もの ［伊藤
1982：64］
棚橋源太郎．木場一夫両氏はともに 「博物館教育」という次元で再




○ ○ ○ 14 小野一之







究 の幾 多 の実






◇ ○ ○ 18 伊藤暢直
関忠夫 1957
『わた したちの歴史研
究 ・博物館』 日本児童文庫刊行会 ◇ ○ ○ 19 伊藤暢直
古賀息道 1957 『世界の動物園めぐり』 日本児童文庫 ○ ○
棚橋源太郎 1957 『博物館 ・美術館史』 長谷川書房
欧米博物館を中心とした最初の博物館史 ［伊藤
1978：180］
◇ ◇ ○ 16 君塚仁彦欧米博物館史を中心に，博物館の市民への拡がり
を跡づけた，博物館史としてはこの時期，唯一ま
とまったもの ［伊藤 1982：64］
牒纏磯㌍㊦隼 東 萩 率 や 蝉 串 章
嶺 績 煎 施 療 藩 凍 醸 如 麟 綿 衰翻 禁 中考秘 瀬遠浅潅離軽′、楽道誅魅を克美わ：；
；す 、・；車 ij；車 ※ヰ ；；、華 ′…、誉瀦由．総祭服 、
′圭博準籍幕恕乱 樟 『博軌
競 串 水 腫 減 誉
蜘 種 木 掛 軸 菊 蜂 垣 煎 専 有
辛 蝉 整 娘 軽 舅 亙 時 種 本 画
家完成 、婆や嘩割や海幕的築約秘 直奉
1・表中「O」は・各伊藤寿朗博物館論において，各当該博物館文献が，「この時期の理論的集約」（伊藤）とされるときの「この時期」が示す時期区分内で紹介され，かつ鶴田総一郎博物館論［1956］へ「理論的
集約」されたものとして位置づけられていることを意味する。
2・表中「◇」は・各伊藤寿朗博物館論において，各当該博物館文献が・「この時期の理論的集約」（伊藤）とされるときの「この時期」とは異なる時期区分内における「総括・指導としての理論的課題」（1977＝
1978）．「その時代の共通課題」（1982）において紹介されているものを意味する。
3・表中「※」は，各伊藤寿朗博物館論において，各当該博物館文献が，「この時期の理論的集約」（伊藤）とされるときの「この時期」とは異なる時期区分内において紹介され，かつ「総括・指導としての理論的
課題」（1977＝1978）としては位置づけられていないものを意味する。
4・表中「1991」の列における各種記号は，伊藤寿朗監修『博物館基本文献集』（大空社）において，各当該博物館文献が収録されている巻数を意味し，「□」は各巻巻頭において紹介されていること，「別」は「別
巻」にて紹介されていることを意味する。
5．表中「1977」，「1978」，「1982」．「1988」，「1991」は，各伊藤寿朗博物館論を意味する。書誌情報は以下のとおり。
「1977」＝伊藤寿朗（1977）「戦後日本の博物館活動一近代博物館から現代博物館へ－」，小林文人偏『講座・現代社会教育Ⅳ公民館・図書館・博物館』．亜紀書房。
「1978」＝伊藤寿朗（1978）「日本博物館発達史」，伊藤寿朗・森田憧之編『博物館概論』，学苑社。
「1982」＝伊藤寿朗・戦後社会教育史研究会（1982）「戦後社会教育基本文献を読む（8）博物館論」，『月刊社会教割3月号，国土社。
「1988」＝伊藤寿朗（1988）「博物館」，日本社会教育学会編『現代社会教育の創造一社会教育研究30年の成果と課題－』，束洋館出版。
「1991」＝伊藤寿朗監修（1991）『博物館基本文献集』各巻，大空社。
6・表中「論者」の列における「新井重三　鶴田龍一郎　棚橋源太郎」の行に該当する具体的書誌情報は以下のとおり。伊藤寿朗（1978）「日本博物館発達史」による。
新井重三（1952）「社会教育機関としての博物館と学芸員のあり方について」．日本博物館協会『日本博物館協会会報』第15号。
新井重三（1952）「博物館における教育活動の根本問題について」，日本博物館協会『日本博物館協会会報』第17号。
鶴田総一郎（1952）「博物館における二三の私見」，日本博物錯協会柑本博物館協会会報』第18号。
新井重三（19勤）「自然科学学芸員論」，日本博物館協会『博物館研究』復刻1巻4・5号。
棚橋源太郎（1954）「英国博物館協会学芸員免除試験問題」，日本博物館協会『博物館研究』復刻1巻4・5号。
鶴田総一郎（1954）「学芸員の資格等に関する行政上の諸問題」，日本博物館協会『博物館研究』復刻1巻4・5号。
???????「????????」????（???
